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マーカスがため息をついた。ハードワーク、彼は思った。他の方法はありませんでしたにハードワークを除いて成功しつつあります。ハードワークを支払っていた。数年、内大学卒業し、証券会社の事務所で仕事を得ていた彼。4 年間の空間で様々 な市場ロバニの動向や成功したトレーダーのテクニックを習得していた。彼は、任意の若い専門家が行うことができますクレイジーな事をした: 彼は辞任し、彼自身の会社を設立: ロバニとパートナー。

当時、彼の同僚のほとんどは、彼は怒っていたことを感じた。または単に異常を来す。しかし、彼は彼が何を望むか知っていた。彼はすでに、成功したトレーダーのスキル、にもかかわらずすべて欠けている 1 つの事を見ていた-独立。彼らは企業のボートロードお金の所有者を作るにすべての彼らの専門知識を使用していた。プロセスで認識・ プロモーションを得ていた彼らが、彼らは独立していなかった。マーカスが心配していた限りでは、彼らはまだ彼らの雇用者に奴隷だった。彼は彼自身に起こることを望んでいません。彼は誰かの奴隷になるたくはないです。

だから彼は準備ができていた、一度彼を残しました。彼自身の会社を設立した後、彼の最初 1 億ドルを作るためだけに 3ヶ月をかかった。7 ヶ月以内彼はニューヨーク、東京、およびスイス連邦共和国で新しい事務所を開設していた。彼は、自分自身と、いくつかの注目すべきクライアントの株取引豊富なスーパーだった。

したときに彼は空間と空間のプログラムにつまずいた。彼はすでに金融の世界を征服していた。野心的な勤勉な彼は、やり手をされている彼は別の挑戦をしたかった。彼は、以前 NASA のエクスプ ローラー プログラムについて読んでいた、なぜ誰もが宇宙に関わるだろうかと思いました。しかし、ガラ ・ ナイトで NASA の元監督との偶然の出会いは様々 な政府のベンチャーで重く投資はなぜ多くの理由に彼の目を開いた。宇宙を制御できる領域を制御できる人に思えた。

旅行し、空間と宇宙空間の制御とのようなベンチャー企業は、無限の可能性を取ることができるという魅力は無視するマーカスのためのちょうどあまりだった。彼は彼を正常に市場での取引から作っていた利益、OSEV、宇宙探査のベンチャー設立

しかし、それはほぼ 11 年前に起こった。その時に数十億ドルは返品はそれを表示すると、プログラムに沈んだ。OSEV 頭狩り、宇宙技術、探査、および工学で最高の頭脳を採用します。困難や課題があるにもかかわらず、マーカスは、彼らが自己資金常に作った。彼は最終的に来る予定だった栄光を共有したくないです。

惑星ロバニ 1。

マーカスは微笑んだ。彼はその栄光を誰と共有するつもりはなかった。彼は亡き父のと思った。今、パパは、私を見ることができる場合にのみ彼はつぶやきました。

マーカスは常にどのように心に留めておかこのすべて-金利、投資、および宇宙探査の進展-始めた。彼は最初宇宙探検の前に専門家の財務をしていた。実際には、彼はいつも金融人です。宇宙探査は、ちょうど彼の第二の愛だった。金融は、彼は常に彼のすべての会議において非常に形式的な方法で登場の理由だった。金融だった理由がある今、惑星は、彼にちなんで命名します。

ちょうどその時、彼のドアを開けて、キャロル階段インチ「サー、銀行がここであなたに会えて.」

彼は彼の席の周りを振った。"ことを確認して、それらを右来て、彼は言った。

「おはよう、氏ロバニ」に記載されているそれらの 1 つ。チームをだった 5、女性 2 人と 3 人の男性から成っています。

マーカスは、すべて自分たちの手を横に振ったし、訪問者の席にように合図します。マーカスと認識しました。彼の多数の銀行の一つでした。おそらく彼らは、表敬訪問に来ていた。

「お詫び申し上げます、卿あなたを悩ませている「それらの 1 つを開始。

マーカス「謝罪する必要はありません、"と述べた。「謝罪は私から来る必要があります。あなたに会ったずっと以前緊急の会議に出席しなければならなかったなかったら。」

「先生は大丈夫。まあ、我々 が来ることを決めた理由は、私たちが政府から受け取った順序のため。」

マーカスが眉をひそめた。「命令ですか」彼は繰り返した。

男はうなずいた。「はい」。彼は封筒を持って、それを開いた。その後、マーカスに紙を手渡した。

マーカスは、すぐにそれを読みます。彼は銀行にそれを返されます。彼は、彼の心を高速取り組んでいたしばらくの間、静かだった。 」ときかその順序」マーカスは最終的に尋ねた。

「それは昨日到着しました。我々 はビジネスのため昨日閉鎖前に、の分のカップル。」

マーカスが立ち上がって窓に歩いた。何かが間違っている、彼は考えていた。

「あなたのすべての権利、氏ロバニ ですか?」と銀行家の 1 つは彼考えから彼をもたらす、尋ねた。

マーカスは、振り向くし、それらを直面しています。「もちろん私」彼嘘をついた。「私だけしよう自分の足だと思います。とにかく、"彼は微笑んだ。「心配する必要はありません。私に戻ってきます、今週中には前に。」

銀行は、彼に感謝しました。彼らはドアの外を歩んだと、マーカスは彼の携帯電話を拾い、番号をダイヤルしました。

「こんにちは?」彼電話に話した。「はい、それは私、教授です。作れる旅行 30 分ですか?」

「30 分?」教授が繰り返されます。

「はい」マーカスは答えた。「今でなければなりません。私は知らない方法については、誰かが差し迫った成功の疑わしいと私たちの上になっていると思う。私は簡単に完全に会うときします。「10 分以内キャロルきた彼オフィスに再び」ヘリコプターは、卿は、あなたのため準備ができている"と彼女は発表しました。

マーカスは頷くし、すぐに彼のオフィスで専用エレベーターに乗った。屋上に着きます。既に、ヘリコプターの待機中だった。OSEV は、その辺に大胆にマークされました。

「おはよう、氏ロバニ」を迎えたパイロット。彼は、赤と黒の制服を着ていた。

"ありがとうございます。マーカス連れて打ち上げサイトをすぐに、"彼のシートベルトによる座屈中指示。

パイロットは頷くし、ヘリコプターの歯車を従事しています。時間がない、彼らは産業分野へのハドソン川を渡って南見出しニューヨーク市のスカイラインで巡航しました。

彼らが到着すると、パイロットは巨大な複合体のヘリポートでヘリコプターを設定します。弾道タンクすべての周りのサイロといくつかの管理上の構造があった。

彼らの上陸した場所から、マーカスはヘリコプターから得たし、教授アルフォンソによって歓迎されました。

「あなたは歓迎、卿"と彼は言った。「何が起こってですか。突然変更した出発時刻。

"私が知っている、アルフォンソ、「マーカスで合意しました。「何かを思いついた。しかし、惑星への道にあなたを短いよ」。「問題ありません、サー。私たち頭の発射の。」

彼らは複雑に降りてエレベーターに向かった。ドアが開かれると、彼らは作られた大理石の床、白散歩明るい廊下に歩いた。彼らは博士ピーターズは、すでに彼らのために待っていた部屋に入ってください。

「ステータスは何ですか?」アルフォンソ教授に尋ねた。

「すべての設定」と彼女は答えた。

教授は、マーカスに転じた。"我々 は準備ができています。お知らせ服を着る、"と彼は言った。

彼らは隣の部屋に入って、服を脱ぐようになった。自分の下着にまで除去しなければならなかった。自分の服は、きちんとそれらを畳んだし、部屋のロッカーに置いていくつかのアシスタントによってそれらから収集されました。

ドアが、開くし、4 人の男性が入っています。彼らは彼らのポケットに明確にマークされている OSEV と白いオーバー オールを着ていた。彼らは 5 つのボックスにいたトロリーで旋回しました。ボックスの外観からは、厚いプラスチックの作られたこと明白だった。ボックス フラットしていた金属エッジ。

アシスタントの 2 つはそれぞれの側にハンドルを保持することによって、ボックスのいずれかを拾い、テーブルの上に置いた。他の助手は、他のテーブルの 2 番目のボックスを配置しました。彼らは全体の 5 つのボックスはトロリーから他の後の 1 つを行ったことを確認しました。最終的には、すべての 5 つのボックスがオフロードされていた。

マーカスはカウント ボックスです。「5 か?」彼は尋ねた彼はそれらのロックを解除アシスタントを見て。

教授は頷いた。「はい、氏ロバニ。私たち自身でこの旅のつもりはありません。拝借の変更 2 つの私たちのベストとよく連絡私たちに同行する宇宙飛行士を訓練.

マーカス「それはあなたの非常に思慮深い、」と述べた。「しかし、彼らはここにいるとき?」

「彼らすぐに到着する必要があります、」ピーターズ博士は答えた。「私たちはあなたをピックアップするあなたのヘリコプターを送信、我々 も送信されます職員宿舎からそれらを選択する別の 1 つ。」

マーカスはうなずいた。今では、3 つのボックスが開かれました。された宇宙服をきちんと畳んだ。マーカスは 1 つをピックアップし、その質感を感じた。それが彼のタッチと軽量でソフト。これは、宇宙飛行士および宇宙飛行士が着用していたスーツのうちかさばるし、密なようでした。

マーカスは微笑んだ。OSEV は、世界の他の企業が達成できるより多くより高度な宇宙技術の途方もない進歩を作った。

「私はスーツのように参照してください」教授は述べたマーカス スーツを調べることを見たとき。

マーカスは頷くし、彼の背中に教授を撫でます。"もう一度言うことができます。あなたは本当に私に、これが何を意味するかわからない。知っている、またはこの瞬間を待ったことがあるどのくらい想像できますか?

「私はただ想像できる氏ロバニ」教授は答えた。

彼らはそれぞれが自分のスーツに置きます。緩んでいた、柔らかいウール素材の宇宙服をしました。それは、長ズボンと長袖のシャツで構成されていた。置かれたとき、ズボンとシャツはそれを着ている人の体の大きさに自動的に調整。

マーカスは、自分の体のサイズにスーツを持っていた完全に調整方法に驚嘆しました。それは第二の皮膚のようそれのいくつかの外観を与えたスーツの色のそれはなかった、3 人が裸にいたし、白いボディ ペイントで覆われた 1 つを想定していた。

アシスタントは、それらに手袋を渡した。彼らは置かれ、一度これらも受信者の手や指のサイズに合わせて調整。同様のことは、彼らは彼らの靴を履くときに発生しました。靴は自動的に調整し、自分の足のサイズに合うようになった。

彼の靴を履いて後、マーカスは立ち上がるし、壁のミラーの 1 つに彼自身を見た。彼は彼の手を曲げて、彼の肩と胴体を移動します。 

「どのように感じますか、氏ロバニ?」ピーターズ博士に尋ねた。彼女は既に彼女のスーツを着ていたし、彼女の曲線を披露して彼女の体を抱きしめてそれ完全に。

マーカスは、微笑んで、アルフォンソを見た。「君たちと正直私は感じる 100 億ドルのように」。

その瞬間、ドアが開くと男と女について at 入ってみました。教授アルフォンソは彼らを見て、うなずいた。「ああ、それだ到着した時について」彼はマーカスに転じた。「先生をご紹介するスタッフ-博士博士の目的。彼らが以前にについてあなたに話した 2 つの宇宙飛行士だ」です。

マーカスは頷くし、手を横に振った。「ようこそ」と彼は述べた。 

「先生、今回の旅行であなたを同行する喜びだ」目的と述べた。マーカスはうなずいた。「ありがとうございます、博士。必要がありますも見知りおきすべてのあなたのハードワークと OSEV、そしてこの特定のプロジェクトへの献身の。」

「あなたのために動作するように偉大な名誉だ」とジェームスは答えた。

「大丈夫、みんな、「アルフォンソと述べた。我々 は我々 の方法ですることができます「あなたのスーツになる。」

ジェームズと目的は、頷くし、いそいで、助手に手渡した彼ら自分の服を脱いだ。他の 2 つのボックスが開かれた、そのマーカス、アルフォンソ、ものに類似していた彼らの宇宙服にかけるし、ピーターズ既にに入れていた。1 回着用、スーツは体のサイズとジェームズと目的の輪郭を自動的に調整。彼らの手袋と靴は均等に手と足に調整されます。

ジェームズと目的は、服を着ていた、一度教授アルフォンソはそれらすべてを見た。「さて、」彼は言った。「発射台の頭みましょう」。彼らは部屋を出て、表面にそれらを取り戻したエレベーターを入力します。

彼らは表面に到着し、アルフォンソは出発と起動パッドにマークされたホールにそれらを導いた。内部では、ガラス繊維、鉄鋼、プラスチック製のキュービクルの行があった。いくつかのエンジニアや技術者の周りがあった。5 接近宇宙飛行士を照準に電子コンソールや格納庫の 1 つのドアにいくつかのボタンを押されたそれらの 1 つは開いて下落しました。

格納庫内部探査宇宙船明確にマークされた「OSEV エクスプ ローラー 1 つ」サイズ、容量、それはドライバーによって駆動されている大都市で見つけることができる通常のスペース ワゴン車より大きいでした。しかし、この特定のスペース ワゴンが電子的に技術的に進んだ。それは、宇宙探査の目的のために建てられました。

エクスプ ローラー 1 のすべてのコンポーネントは、強化、高度なデザイン、そして最悪の大気と重力と圧力に耐えるように構築されました。つまり、窓やドアのガラスが強化された内外普通;世界で最も堅く、最も耐久性のある金属を使用して設計された体のビルドに対しても同じです。実際には、エクスプ ローラーの 1 つを設計するために使用材料は最新のスペースシャトルや宇宙ロケットのいくつかを確認するために使用に似ていた唯一の例外はだったあった変更し、過去の宇宙技術のこれまでに作った何か技術的に高度なされています。

博士ピーターズの「エクスプ ローラーの 1 つは、氏ロバニ へようこそ」が記載されています。

氏ロバニは、それに驚嘆しました。このすべてをしながら、彼の探査のメンバー教授アルフォンソ、博士ピーターズから成るチームし、宇宙飛行士を選択されていたエクスプ ローラー 1 つで旅行する特権を持っていた唯一の人。

今日、最高経営責任者として、彼は彼らの旅行の 1 つに着手するつもりだった。しかし、この時期に、彼の非常に自身の惑星に検証、探検ツアー、宇宙空間にユニークな遠征に出していた。

博士ジェームス側ドアの一つを開けて目的の運転席の前に行き、座ったマーカス、アルフォンソ ・ ピーターズ得たが。バック ドアが閉ざされていた後、ジェームズは、助手席まで歩いてし、目的の隣に座った。彼と目的は、エクスプ ローラー 1 つのパイロットにするつもりだった。

一度中、彼のシートベルトにジェームズを置くし、彼と目的の両方は、彼らの前にモニターを確認します。そのコックピットはデザインでそれはより多くのモニターがあり、コンソール、およびパネルを持っていたことを除いて車両そっくりだった

目的は、彼女の時計をチェックしました。当時正確 11:24彼女はジェームズを見た。「我々 の準備は?」彼女は尋ねた。

ジェームズはうなずいた。「本当に。すべてのシステムは、完璧な順に。我々 すべき手続を開始タクシーと離陸。」

「じゃあ、」目的は答えた。彼女は、彼女の右手でモニター上のボタンが押され、赤信号がついた。

「おはようございます紳士は、」目的を発表しました。"過去の朝 11 時二十四分正確です。OSEV エクスプ ローラー 1 つのボード上に歓迎しています。私の名前はフライト エンジニア博士目的と飛行大尉ジェームズを支援するつもりです。我々 はこの旅に着手、前に私はすべての必要な安全プロシージャを観察することが要求されます。あなたのシートベルトをきっちりし、窓やドアをしっかりとロックを確認してください。

「これらの場所していることを確認するためにあなたドア上に標識灯が緑で表示されていることを確認するよう努めます。緑のライトが上に、それは、窓やドアの両方を確保するしっかりとシャット ダウンを意味します。我々 は、まさに T 4 分マイナスで大気中に飛行されます。我々 はすべて快適で思い出に残る目的地行きを希望します。ありがとうございました」

マーカスの視線はアルフォンソ彼にうなずいた。「それは標準的な手順は」マーカスを語った。」アナウンスは、何もが付与のために取られることを確保します。あなたが知っている、我々 は飛行機またはヘリコプターで取る通常の便のようです。この 1 つは宇宙空間に私たちがかかります。我々 余裕がないすべてのチャンスを取るに。」

マーカスはうなずいた。"私は理解して、教授。それでも、私助けることはできませんが、どれだけうまくあなたの設計し、実装プログラムに驚嘆。」

アルフォンソはうなずいた。「私が常に言うようだったあなたのサポートと実際にこの可能性のすべてをした決意。ほとんどの起業家には、ビジョンと夢があります。それらの多くはこのような野心的で大胆なプログラムを続行したいだろう。

「もしかして、1 つのリターン、目先のみましょうと言う、2 つまたは 3 年間ですか?」マーカスに尋ねた。

「正確には、「アルフォンソは答えた。「ない即時のリターンとコストを高騰に直面してコミットしたままに勇気、ビジョン、および献身の人を要します。」

「あなたは右、」マーカスは答えた。」と、最後に、これらすべての年後、私たちは棚ぼたの危機に瀕している」。

今では、エクスプ ローラーの 1 つが、格納庫の外に移動し始めていた.ジェームズ ・支援周辺といくつかのモニターをチェックしながら目的をそれを運転していた。最終的に、彼らは格納庫の容量が不足と滑走路にいた。ジェームズ彼のモニターのいくつかの検証を行わし、目的。"私はニューヨーク市空域からの明確な飛行経路をマッピングした「ジェームズは、いくつかのキーにパンチしながら言った。

「現在プログラムされているニューヨーク市の空域外フライト プラン。目的、ご確認ください」。

目的は、彼女のコンソールをチェックしました。彼女は、彼女の側で別のモニターを見ています、ジェームスにうなずいた。ニューヨーク市の空域の飛行計画既にプログラムし、使用率の設定、"彼女は答えた。

ボード上のすべてが出発の支度 OSEV 発射 396 から。出発は離れることになる 14 秒マイナス T のニューヨーク市の空域から、"ジェームズは言った。

今では、エクスプ ローラーの 1 つのエンジンは回転し始めた。マーカスが座っていたから彼はスペースシャトルのハムとそっと振動を感じることができた。彼の右手によってコンソール、14、13、12、11、10、9 日からカウント ダウン タイマーを見ることができた彼のように。

一瞬、彼は彼らの小屋を見回した。すべては通常を探していた。アルフォンソ、彼の側で、もう一方の端はピーターズ。ビジー状態のタブレットのいくつかの詳細をチェックする彼女が登場。目の前に目的とジェームズをだった。異なり、他のスペースシャトルや宇宙船、彼らない入れていたヘルメットや帽子に。エクスプ ローラー 1 は技術的に高度なので、乗客の酸素を提供するために、その必要はありませんでした。ヘッドギアの使用を必要と彼らだけは彼らがエクスプ ローラー 1 つから出発するときでした。

マーカスは、OSEV が保有している技術のすべての進歩と本当にびっくりでした。彼は、会社を構築し、自分のプロジェクトのいくつかの処理に撃沈されていた資金を生き生きと思い出すことができます。たとえば、彼は OSEV がこれらの探査車の 3 つだけを持っていたことを知っていた。エクスプ ローラー 1 つ、離れて、エクスプ ローラー 2、エクスプ ローラー 3 つがあった。それぞれのコスト 20 億ドル未満を製造します。このコストは、実行でそれらを維持する費用を除外されます。彼らに着手しようとしていたような遠征より多くの資金が必要になります。結局のところ、彼らは町のいくつかの旅行ではなく、空間に出かけていた。

... 4、3、2、1  カウント ダウン彼のコンソールのタイマー。それはゼロになった、マーカスはよろめく前方車両を感じた。それは電光石火の速さで滑走路を走った。目的とジェームズがエクスプ ローラー 1 つのパイロットが、彼らが技術的に、文字通り操縦をされないエクスプ ローラー 1 つ。少なくともで正確な瞬間。

彼らはプロットがあった後、ニューヨーク市の空域の飛行パターンを確認、詳細エクスプ ローラー 1 つの制御モジュールに入力しました。エクスプ ローラー 1 つ速度とその出発に必要な力を決定する設計されましたこのような出発は、最大推力と速度を必要とするため。つまり、エクスプ ローラー 1 つ飛んでいた自体自動的に。ウィンドウで、マーカスの外部のオブジェクトを作成できませんでした。彼が見ることができるすべてだったラインのぼかしです。その速度のため、彼らはすでに離陸していた場合、または駐機場に残っていた彼らを伝えるは難しいでした。しかし、マーカスは推測することができた。彼らが使用していた超音速の速度で、それは地面になるはまだ可能でした。空挺、彼らする必要があります今、マーカスが考えていた。どんな彼が努力の外を見る、彼らが離陸していたまたは彼らが空中でも明らかにする何もありませんでした。

彼の疑惑は、2 分未満で確認されました。 

マーカスで OSEV の発射パッドを外してもらったとき感じていたわずかな窮地を思い出した。その後、ぼかしと可視性の欠如があった。そして今、すべてが停止したように見えた。彼は窓の外見て、完全に彼が見たものに驚いた。彼らはすでに雲の上にいた。それは突然、目の点滅で起こっていた。

アルフォンソは、マーカス彼の頭を振ると息を吐きを見た。「サー、私見ることができるあなたの顔は、私たちの出発であなたの驚きを裏切ることが、」アルフォンソ彼の雇用者に語った。「驚きは総控え目、教授」マーカスは答えた。」私はびっくり仰天。完全に;あるないそれについて疑いなく」。

アルフォンソはうなずいた。「はい、それはパワーと初めてのエクスプ ローラー 1 つパフォーマンスを経験する人は当然。やや息をのむ「です。

」を言うことができる再度、「マーカスは答えた彼それらに雲上飛行を見たので。あなたが知っている瞬間を想像この技術だった場合何を意味、全体として輸送の商業規模で展開することにしました。

「それはなるグランド イニシアチブを」、アルフォンソは合意しました。「しかし、いつものよう質問は: 彼らはそれを承認するつもりですか?地球現時点で超音速輸送の準備ができてのですか?」「親愛なる先生は地球のあらゆる進歩のため準備ができてすべての?マーカスが繰り返されます。彼は彼の頭を振った。「私本当にそうは思わない。あなたは覚えてすばやく短期間でこの旅行を移動しなければならなかった?

アルフォンソはうなずいた。「はい、あなたでした。あなたが言った何かについて誰か私たちになっています。」

「はい」マーカスはうなずいた。「私たちの銀行の 1 つは私会いに来た。彼らが連邦準備銀行からの注文だ」。

「連邦準備銀行ですか?」アルフォンソが繰り返されます。「何に求められる私たちのですか。少なくとも私は OSEV が自己資金であることに注意してください。我々 に依存しない誰かまたは任意の政府資金調達の。」

マーカスはうなずいた。「あなたは絶対に正しい、教授。しかし、それはそれ。順序は、まで本格的な調査は私たちの活動の実施化ことができますが私たちのアカウントが凍結されることだった。それを想像できるか?」

「不可能!」アルフォンソは叫んだ。「彼らはそれを行うことはできません。」

マーカスがため息をついた。"しかし、彼らは、アルフォンソを持っています。彼らはすでにあります。我々 の銀行の 1 つにだけ注文しました。今日の営業終了、前に私はの他の銀行が同様の同じ順序を得ることを期待します。確認しなければならないから私の PA、キャロル、かつて我々 は物事の状態についての地球の軌道から。」 

これはひどいです。何しているか?」アルフォンソは尋ねた。マーカスは、微笑んで、アルフォンソの腕を撫でます。「心配しないで、教授。私はこれはどこから来ている知っていると思います。それを処理する方法を知っていると思います。それは私は新しい地球へのファーストトラックこの検証遠征していた主な理由だ」です。「本当に?あなたすでにアイデアを持っている責任者は誰ですか?」マーカスは、アルフォンソに顔をゆがめた。「本気ですか教授、処理、所有、および OSEV のサイズの会社を運営するのにかかるものをご存知ですか?情報と、すべての詳細をピックアップする準備ができての地面にあなたの耳が必要です。私が常に知られている彼らは、私の後に来るつもりだったが、私はそれがので、すぐになる予想をしていなかった。

アルフォンソは強制的に吐き出されます。「成功はしないと思います」と彼は単に言った。

"すべての我々 はこれまでのところ、達成しているし、私たちを見詰める電位、将来、それは停止することにひどい悲劇になる」。 マーカス「私たち、何か教授を停止されていません」きっぱりと答えた。

「知って、見て欲しいもの。」

アルフォンソの式で輝いた。「あなたは知ってか欲しいもの?」彼は繰り返した。

「もちろん私はしないでください。彼らしますパイの部分だ。 「これらの裏表があるクズ!」アルフォンソは、彼の顔に見える顔をしかめると言った。

「ただリラックス、教授。それは、成功した起業家として参照してくださいに着くものの一つです。心と人類にそれらのために良いと簡単に生活を作るためにベストを尽くすためにビジョンがあります。まだ彼らが決してまいたから享受したい人もいます。ボールを再生することを拒否する場合、彼らはあなたを失望させる、たぶんもあなたの野心を断念します。これにもかかわらず、どのように法律を守る道徳的に直立し、威厳のあるビジネス意図かもしれないです。」

アルフォンソは「ひどい人間になることができる」、と述べた。 それらのすべて、教授、「マーカスの修正。「ちょうどそれらのいくつか。少数はのそれら上院議員マクリーンと彼の委員会のような.

「上院議員マクリーン?」アルフォンソが繰り返されます。「宇宙空間と高度な探査に関する上院委員会の会長ですか?」

マーカスはうなずいた。「はい、教授、あなたは非常によく知っている上院議員マクリーン」。

"しかし、彼は何かを行うことはできません。それだろう法律違反。

マーカスは微笑んだ。「あなたは何か教授を忘れてようです。これらの人々 が法律です。彼らは全体のコミュニティ、国、産業に影響を与える法律を作るように当社では、特定の企業または。長い時間が今のためマクリーンは彼の OSEV の部分を与えるために私を圧迫されています。もちろん、私常に湾で彼を保持しています。あなたが知っている、彼にすべての今して通常のギフトを与えます。 "しかし、すべての徴候から、配布資料にどん欲な政治家を満たすことが決して実際にできます。彼らは、供給のソースを常に探しては。そしてそれは起こった。マクリーンは、OSEV の少なくとも半分を所有したいです。彼はすべてのコストでそれを望んでいる」。

"それは可能ではないです。彼が決して成功する!」アルフォンソを抹殺しました。彼の大声で騒動し、彼女のタブレットでやっていた彼女から見上げていたそのピーターズ気が散る。「すべてのすべての権利、教授は?」と彼女は尋ねた。

教授は、彼女に手を振った。「すべては医者ではすべての権利、」彼は嘘をついた。「あなたの仕事を続けるだけ」

マーカスは彼女の顔に心配の表情をもったピーターズをちらりと見た。彼は彼女に微笑んだ。「それは大丈夫、医者です。ほんとですか。何も心配する。"博士ピーターズは頷くし、彼女のタブレットを継続します。

アルフォンソは密接にマーカスを見てください。「あなた本当にタフな肌の作られています」彼は彼の雇用者を言った。「だって、ここでは、;あなたの銀行口座が凍結されて、まだ宇宙に旅行を取ること"。

マーカスは、微笑し、彼の頭を横に振った。「親愛なる先生、訂正のポイント。だけでなく宇宙空間への旅。しかし私の非常に自身の惑星に。」

アルフォンソが肩をすくめた。あなたがそれと呼びたいものは何でも、「だ」まだ旅行。

マーカス「私はそう思う」ことで合意しました。"という事実は既に処理し、おそらくマクリーンに対処するつもりかのアイデアがあります。私の大きな問題はだれは彼に情報を与えているされて見つけることです。

「ほくろがあると思う?」

マーカスはうなずいた。"私はちょうど思わない、アルフォンソ。私はインサイダーがあること知っています。つまり、それは明らかです。タイミングを見てみましょう。NASA が冥王星、その妹の発見と彼らの成功を発表する最初に、他の銀河の惑星。そして、ちょうどその時我々 は我々 自身の発見をする、何が起こるか。マクリーン"を取得連邦準備制度で彼の友人と連絡私たちのアカウントを停止します。

アルフォンソは再び頭を振った。「偶然の一致は非常に明白な」と彼は同意しました。

「しかし、すべてのことについて気にしないお知らせ」マーカスは問題を退け。「今のところ、お知らせだけ乗って楽しむと遠征の最大限に活用。見ると、「彼は指摘しました。

教授は、窓の外に見えた。エクスプ ローラーは、1 つはまだ超音速速度ではなく、雲の上を飛んでいた。その結果、彼らはそれらの下に雲を見ることができます。地平線上太陽が雲のラインと合併し、美しいモチーフを形成します。

マーカスは、雲と太陽のような自然なデザインの多くを見ていた。しかし、彼は 1 つを経験したことがないライブ、リアルタイムで。「これは非常に美しい」マーカスを告白しました。

「確かに、「アルフォンソが合意しました。「多分ならないより頻繁に当社の遠征で一緒に来て」

「私はあなた、アルフォンソと同意します。しかし、私は、私が行っている間、マクリーンのようなハゲタカが大混乱の多くを原因となる場合。中今のところ OSEV のビジネス終わりを処理していくし、先行のものの世話をする素晴らしいチームは最高だと思います。」ちょうどその時、インターホンはパチパチし、に来た。

"注意してください、"目的を発表しました。"、ボード上すべてあなたの注意が必要してください。私たちが地球の大気から宇宙空間に私たちを輸送する、スペース ジャンプを開始します。親切ファッスン ユア シート ベルトは留まらない場合。」

マーカスはただそれが残されていたことを確認する、彼のシートベルトをちらりと見た。彼はまた全体が同じようにクロス チェック彼ら同様ピーターズとアルフォンソを見た。

ジェームズ ・「宇宙空間にスペース ジャンプは T にマイナス 12 秒を開始するだろう」と発表しました。

マーカスは、自分の席にリラックスし、彼の本体のタイマーを見ています。

. 11、10、9、8 ・・・ カウント ダウン。

彼は地平線の向きましょう。エクスプ ローラー 1 つ飛んでより高い大気中に、雲は後退し、それらから離れて遠く秋に登場。しかし、反対は実際に起こっていた。彼らは非常に速いスピードで上昇していたものだった。物理学の彼の小学校の理解からエクスプ ローラーのような任意の飛行物体が必要なは、途方もない速度とエネルギーを地球の引力による引きから脱却することができます。これは、非常に高速走行によってのみ達成される可能性があります。

. 5、4... タイマーがカウント ダウンを続けています。

マーカスがため息をついた。多分アルフォンソは正しかった、彼は考えていた。おそらくこれらの旅行で彼に使用されるよりもはるかにしばしば来る必要があります。

. 3、2、1.

彼は今までそのことについては、いずれかを行っていた場合のように。

マーカスは、深呼吸し、静かに吐き出されます。彼は窓の外ラインのぼやけ迷路の中で任意の画像を作るしようとして見えた。しかし、彼はできませんでした。

... 0.

よろめく、彼が感じたときマーカス既に言っていた彼自身彼がそれのために用意されること。しかし、それは少し強引だった彼の頭と胸にリッピング顕著なジャークのようなこの時期。彼の息は、瞬間を押収、彼をチョークするつもりだったかのよう。しかし、突然、それは起こったこととして、すぐにそれをすべて停止します。マーカスは彼の息が緩んだ今、彼の筋肉が緊張しなく気づいた。彼は彼の額を感じ、少し彼のこめかみをマッサージします。

「私はそのジャンプがあまりにも不快ではなかった希望」アルフォンソに尋ねた。

マーカスは彼を見て、微笑んだ。「そうでもないです。少し不快感が、それは、。 許容できる」

「取り組んでいる完成。ようにそれはそれよりはるかに良い、「アルフォンソを発表しました。」と言わなければならない、それはいくつかの時間をするために使用よりはるかに良い。」

「本当に?それはあったかこれよりも悪い」マーカスに尋ねた。 「あなたは、先生は、再びそのを言うことができる」アルフォンソはうなずいた。「約 1 年前には、いくつかの宇宙飛行士は、吐き気を経験する知られていたと時々 彼らちょうど気絶してしまう超惑星ジャンプ先に着いたら、それ。それは私たちの懸念の多くを与えた。それは意味をなさないそう言って失見当識の方法で地球を残しする必要があった。」

マーカス「私はあなたと同意する」と述べた。「彼らは生きている研究と空間でそれらに先んじて研究の意識でなければならなかったという事実を考える」

"正確に。これは、我々 はジャンプを完成にかなりのリソースを費やして理由だった。我々 はまだ良いことで働いています。今後数ヶ月で私たちが特に自分のようなエリート最初タイマーのためのほぼ完璧なエクスペリエンスを作成する大まかなエッジを平滑化を持って確信している。」

「ああしてください、お世辞の十分な教授」マーカスは笑って、外を見て。

その背後にある彼は地球、青と茶色の巨大な質量を見ることができます。それはかなりの距離でその背後に位置していた。彼らは宇宙を早めたと非常に小さい球になってまでもさらより速くが後退しました。すぐに、マーカスは、太陽系の他の惑星を見ることができます。彼は火星、海王星、木星を作った。最終的には、彼らは過去の冥王星に飛んでいた。

インターホンは再びパチパチ。

"注意してください、"目的を発表しました。"我々 は今我々 の太陽系を残しています。12 分正確に我々 が検索し、最終的な目的地に着陸する続行 Meondala システムで到着いたします。ありがとうございました」

マーカスはアルフォンソをちらりと見た。「Meondala システムですか?」マーカスが繰り返されます。

アルフォンソはうなずいた。「はい。私たちの惑星に私たちの太陽系であります。ロバニ1 は妹にある惑星太陽システム Meondala システムと呼ば」。

「本当に?」マーカスに尋ねた。「これは素晴らしい!」

「だ」、氏ロバニ、アルフォンソは合意しました。「あなたはいずれかをまさに知っているソーラー システムは、熱と光の単一ソースの存在-著名な太陽。その著名な太陽の周りの惑星が回転します。同様に我々 の太陽系で。」マーカスはうなずいた。「分かっています」

「良い」アルフォンソは答えた。「今、別の太陽光発電システム、Meondala システムである同様に著名です太陽。最後の調査を行いました、現在があった.."彼は停止し、彼のタブレットのいくつかの詳細をクロス チェックします。「はい。そこにいた 12 惑星のすべて。 「12 の惑星ですか?」マーカスが繰り返されます。

「はい、」アルフォンソはうなずいた。「しかし、その数は、数週間前のカップルだった私たちの最後の調査中に発見されました。私はあそこに太陽の大きさを考慮したかなり確信して、それ以上ある可能性があります。しかし、それは太陽系の完全なマッピングを行うまで確かなことは言えない。我々 それができるはず、今週が明白な理由で我々 は純チタンおよびあなたの惑星での鉄鉱石の巨大な鉱床を発見した後我々 の優先順位のスケジュールを変更しなければなりません。
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